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明治三十八─三十九年東北大飢饉と仏教

一
、
は
し
が
き

二
、『
中
外
日
報
』
紙
上
の
東
北
大
飢
饉
と
仏
教
─
─
明
治
三
十
八

年
二
月
ま
で

三
、『
中
外
日
報
』
紙
上
の
東
北
大
飢
饉
と
仏
教
─
─
明
治
三
十
九

年
五
月
ま
で

四
、
む
す
び

一
、
は
し
が
き

　

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
三
県
を

低
温
多
湿
、
低
日
照
の
気
候
が
襲
い
、
平
年
の
一
割
か
ら
三
割
程
度

し
か
収
穫
で
き
な
い
と
い
う
大
凶
作
と
な
り
、
翌
年
に
か
け
て
深
刻

な
大
飢
饉
が
発
生
し
た
。
こ
れ
は
、
衆
議
院
が
「
宮
城
、
福
島
、
岩

手
三
県
ニ
於
ケ
ル
凶
作
ノ
程
度
ハ
之
ヲ
飢
饉
ノ
歴
史
ニ
徴
ス
ル
モ
遠

ク
天
明
、
天
保
度
大
飢
饉
時
代
ノ
凶
作
ニ
勝
ル
ノ
惨
状
ヲ
呈
セ
リ

…
…
自
治
機
関
ハ
停
止
シ
一
家
衣
食
ニ
窮
シ
テ
児
童
学
ヲ
廃
シ
小
学

校
ハ
為
ニ
閉
鎖
ノ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
至
ラ
ム
ト
ス
加
フ
ル
ニ
時
厳
寒

ニ
際
シ
飢
寒
交
々
至
リ
数
十
万
ノ
窮
民
座
シ
テ
死
ヲ
待
ツ
ノ
悲
境
ニ

瀕
セ
リ
」
と
し
て
、
政
府
に
「
適
当
ノ
救
恤
方
法
」
を
設
け
て
予
算

を
提
出
し
、
窮
民
救
済
に
あ
た
る
よ
う
建
議
す
る
ほ
ど
深
刻
な
も
の

研
究
ノ
ー
ト

明
治
三
十
八
│
三
十
九
年
東
北
大
飢
饉
と
仏
教

─
─
『
中
外
日
報
』
を
め
ぐ
っ
て
─
─

小　

川　

原　

正　

道
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で
あ
っ
た（（
（

。

　

こ
の
大
飢
饉
に
際
し
、
ド
イ
ツ
改
革
派
教
会
の
宣
教
師
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ラ
ン
プ
（W

illiam
 Lam

pe

）
を
中
心
に
海
外
支
援
委
員
会

が
組
織
さ
れ
、
飢
餓
に
苦
し
む
人
々
の
救
済
に
あ
た
り
、
世
界
中
の

メ
デ
ィ
ア
や
外
国
政
府
が
救
済
に
取
り
組
ん
だ
過
程
を
Ｍ
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ス
テ
ィ
ー
ル
（M

. W
illiam

 Steele

）
は
、
詳
細
に
あ
き
ら

か
に
し
て
い
る
。
外
国
人
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
や
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
な
ど
も
積
極
的
に
活
動
に
加
わ
っ
た（（
（

。

　

外
国
人
宣
教
師
の
救
済
運
動
に
つ
い
て
は
、
宮
城
縣
編
『
明
治
三

十
八
年
宮
城
縣
凶
荒
誌
』（
宮
城
縣
、
大
正
五
〈
一
九
一
六
〉
年
）

の
第
六
編
・
第
八
章
「
宗
教
家
の
救
済
運
動
」
で
も
、
す
で
に
そ
の

概
要
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
仙
台
市
の
仏
教
各
宗
が
輪

王
寺
に
救
済
運
動
の
本
部
を
置
い
て
浄
財
の
喜
捨
を
募
ろ
う
と
し
た

活
動
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
な
お
あ
き
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
仏
教
界
の
対
応
に
つ
い
て
の
ま
と

ま
っ
た
成
果
と
し
て
は
、
吉
田
久
一
氏
の
『
吉
田
久
一
著
作
集
６　

改
訂
増
補
版　

日
本
近
代
仏
教
社
会
史
研
究
・
下
』（
川
島
書
店
、

平
成
三
〈
一
九
九
一
〉
年
）
第
三
部
・
後
編
・
二
章
「
一　

東
北
大

凶
作
の
救
済
活
動
」
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
ラ
ン
プ
は
、
日
本
仏
教

は
資
金
を
集
め
よ
う
と
努
力
し
た
も
の
の
、
日
本
の
人
々
は
彼
等
に

ほ
と
ん
ど
貢
献
し
て
い
な
い
と
嘆
い
て
い
る（（
（

が
、
吉
田
氏
の
研
究
で

は
、
か
な
り
活
発
な
活
動
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
当
に
日

本
の
仏
教
側
の
活
動
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
当
時
発
行
さ
れ
て
い
た
超
宗
派
の
宗
教
新
聞

『
中
外
日
報
』
の
記
事
を
追
い
な
が
ら
、
補
足
的
に
『
東
京
朝
日
新

聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
の
報
道
も
用
い
、
日
本
の
仏
教
界
が
大
飢
饉

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
あ
き
ら
か

に
し
た
い
。「
国
内
的
・
国
際
的
に
連
携
し
て
危
機
救
済
に
あ
た
っ

た
最
初
の
大
き
な
事
例
」
だ
っ
た
こ
の
飢
饉（（
（

に
お
い
て
、
本
稿
は
、

日
本
の
仏
教
界
が
ど
の
よ
う
に
救
済
に
あ
た
っ
た
か
を
検
証
す
る
試

み
で
あ
る
。

二
、『
中
外
日
報
』
紙
上
の
東
北
大
飢
饉
と
仏
教
─
─

明
治
三
十
八
年
二
月
ま
で

　
『
中
外
日
報
』
は
、
明
治
三
十
年
に
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
寺
院

に
生
ま
れ
た
真
渓
涙
骨
に
よ
っ
て
超
宗
派
の
宗
教
新
聞
と
し
て
創
刊

さ
れ
た（（
（

。
以
下
、
同
紙
の
飢
饉
関
連
記
事
を
追
っ
て
い
こ
う
。

　
『
中
外
日
報
』
の
紙
面
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
明
治
三
十
八
年
十

二
月
十
日
付
同
紙
に
「
各
宗
救
済
会
の
飢
饉
救
済
」
と
題
す
る
記
事

が
見
い
だ
さ
れ
た
。「
東
奥
三
県
凶
作
地
中
宮
城
県
は
其
中
心
に
し

て
悲
惨
も
甚
だ
し
と
て
同
県
の
天
台
、
真
言
、
浄
土
、
臨
済
、
曹
洞
、

真
宗
、
日
蓮
、
黄
檗
、
時
宗
の
各
宗
共
同
し
て
仙
台
仏
教
各
宗
救
済
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会
を
組
織
し
広
く
仁
人
義
士
に
訴
へ
て
義
援
金
を
募
集
し
同
県
の
窮

民
を
恤
む
由
」
と
伝
え
、
仙
台
仏
教
各
宗
救
済
会
な
る
も
の
が
組
織

さ
れ
て
義
捐
金
募
集
を
は
じ
め
た
こ
と
が
わ
か
る（（
（

。
次
い
で
同
月
十

八
日
付
の
同
紙
に
は
「
仏
教
徒
の
飢
饉
救
済
」
と
い
う
記
事
が
掲
載

さ
れ
、「
宮
城
県
下
に
於
け
る
本
年
の
飢
饉
は
実
に
名
状
す
べ
か
ら

ざ
る
悲
惨
を
極
め
つ
ゝ
あ
る
か
、
同
県
下
各
宗
寺
院
は
之
を
見
る
に

忍
び
ず
と
し
て
今
回
仙
台
市
北
山
町
輪
王
寺
内
に
各
宗
救
済
会
な
る

も
の
を
設
け
屡
々
有
志
の
義
捐
を
募
り
て
窮
民
の
救
助
に
努
め
つ
ゝ

あ
る
由
、
た
と
ひ
山
川
を
隔
つ
る
遠
国
と
云
へ
と
も
僧
侶
と
信
徒
た

る
を
問
は
ず
奮
つ
て
此
美
挙
に
応
せ
ら
れ
た
き
も
の
な
り
」
と
、
仙

台
の
輪
王
寺
に
設
け
ら
れ
た
各
宗
救
済
会
へ
の
義
捐
金
募
集
を
呼
び

か
け
て
い
る（（
（

。

　

救
済
会
の
規
程
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

一　

本
部
を
仙
台
市
北
山
町
輪
王
寺
に
置
く

一　

義
捐
金
は
多
少
に
拘
わ
ら
ざ
る
こ
と

一　

義
捐
金
は
救
済
会
本
部
又
は
宮
城
県
庁
へ
御
送
致
を
乞
ふ
こ

と
一　

義
捐
金
は
受
領
の
上
宮
城
県
庁
へ
預
け
窮
民
へ
配
布
を
委
託

す
る
こ
と

一　

義
捐
金
の
受
領
後
は
県
庁
の
交
付
を
受
け
た
る
上
之
を
本
会

よ
り
義
捐
諸
君
に
配
付
す（（
（

　　

ま
た
、
仙
台
市
の
天
台
宗
、
真
言
宗
、
浄
土
宗
、
臨
済
宗
、
曹
洞

宗
、
真
宗
（
本
派
、
大
谷
派
）、
日
蓮
宗
、
黄
檗
宗
、
時
宗
の
「
各

宗
協
同
救
済
会
」
名
で
発
せ
ら
れ
た
檄
文
は
、「
宮
城
県
仙
台
市
仏

教
各
宗
寺
院
等
哀
泣
し
て
天
下
慈
仁
の
諸
士
に
訴
ふ
」
と
し
て
、
天

候
不
順
に
よ
る
凶
作
の
実
態
を
切
々
と
訴
え
、「
平
年
収
穫
し
来
れ

る
百
三
十
万
石
は
一
粒
米
だ
も
得
て
望
む
べ
か
ら
ず
」
と
し
、「
糧

食
な
く
空
し
く
手
を
拱
せ
ん
か
飢
餓
を
如
何
せ
ん
或
は
老
幼
婦
女
争

ふ
て
山
野
に
草
根
木
実
を
採
掘
し
壮
齢
の
男
子
は
救
済
工
事
に
多
少

の
日
雇
賃
を
得
る
に
勤
め
て
日
夜
汲
々
た
る
」
現
状
を
吐
露
し
、

「
各
宗
共
同
一
致
し
以
て
此
救
済
團
を
組
織
し
天
下
仁
人
諸
士
が
相

憐
み
相
救
は
ん
と
す
る
悲
涙
の
血
滴
々
な
る
義
捐
金
を
仰
ぎ
依
て
此

窮
民
を
救
恤
せ
ん
と
欲
す
」
と
訴
え
た（（
（

。

　

各
宗
協
同
救
済
会
の
義
捐
金
募
集
活
動
は
そ
の
後
活
性
化
し
、
同

会
の
委
員
氏
家
浄
限
と
平
井
学
俊
の
二
名
が
上
京
し
、
各
宗
管
長
の

同
意
を
求
め
、「
義
援
金
募
集
奔
走
中
な
り
」
と
『
中
外
日
報
』
明

治
三
十
九
年
一
月
十
四
日
付
は
伝
え
て
い
る
。
同
記
事
に
よ
れ
ば
、

こ
の
活
動
は
も
っ
ぱ
ら
窮
民
に
医
療
と
糧
食
を
提
供
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、「
同
情
の
人
々
に
多
寡
に
拘
ら
ず
同
会
本
部
な
る
仙
台

市
北
山
町
輪
王
寺
内
若
く
は
宮
城
県
庁
内
仏
教
救
済
会
へ
送
金
あ
り
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た
し
」
と
呼
び
か
け
て
い
る（（（
（

。

　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
四
日
付
と
『
東
京
朝
日

新
聞
』
同
年
一
月
二
十
四
日
付
朝
刊
に
よ
る
と
、
福
島
県
で
は
、
新

学
期
か
ら
小
学
校
が
は
じ
ま
る
に
あ
た
り
、
飢
饉
の
た
め
教
科
書
を

購
入
で
き
ず
同
県
の
小
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

福
島
県
仏
教
救
済
会
が
設
立
さ
れ
、
運
動
委
員
が
上
京
し
て
教
科
書

や
資
金
の
募
集
を
勧
誘
中
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る（（（
（

。『
読
売
新
聞
』

明
治
三
十
九
年
一
月
二
日
付
朝
刊
で
は
、
日
蓮
宗
青
年
会
が
「
救
済

袋
」
五
千
袋
を
印
刷
し
て
各
方
面
に
配
布
し
、
金
米
の
募
集
に
従
事

し
、
幻
灯
、
道
路
布
教
な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
報
じ
ら

れ
て
い
る（（（
（

。
こ
の
間
、
一
月
十
五
日
に
は
真
言
宗
連
合
各
派
管
長
は

派
内
寺
院
に
仙
台
に
設
置
さ
れ
た
各
宗
救
済
会
に
浄
財
を
投
ず
べ
き

こ
と
を
す
す
め
て
い
る（（（
（

。

　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
九
日
付
に
よ
る
と
、
東

京
で
は
「
仏
教
主
義
の
新
聞
雑
誌
記
者
」
が
浅
草
伝
法
院
に
お
い
て

相
談
会
を
開
き
、
各
種
の
決
議
を
な
し
て
連
合
事
務
所
を
浅
草
山
の

第
十
九
風
光
社
内
に
設
け
た
。
参
加
し
た
の
は
、『
仏
教
新
聞
』（
松

浦
育
英
）、『
無
尽
灯
』（
宮
谷
法
含
）、『
東
光
』（
梶
寶
順
）、『
三
寶

叢
誌
』（
拓
殖
信
秀
）、『
教
界
時
事
』（
妻
木
直
良
）、『
浄
土
新
報
』

（
三
星
輿
市
）、『
新
仏
教
』（
高
島
圓
）、『
東
亜
の
光
』（
田
中
弘
之
）、

等
で
あ
っ
た
。
一
月
二
十
八
日
、
三
十
日
、
二
月
四
日
と
「
救
済
演

説
会
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
浅
草
伝
法
院
、
芝
増
上
寺
、
九
段
坂
仏
教
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
、
村
上
専
精
、
田
中
弘
之
、
南
条
文
雄
、
大
内
青

巒
な
ど
が
演
台
に
立
っ
た（（（
（

。
ま
た
、『
中
外
日
報
』
一
月
三
十
日
付

は
、
天
台
宗
の
青
年
た
ち
が
発
起
し
た
慈
善
音
楽
会
の
寄
付
金
五
百

八
十
余
円
が
凶
作
地
に
寄
附
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る（（（
（

。

こ
の
ほ
か
、
東
京
府
芝
区
栄
立
院
の
住
職
荒
川
弁
達
は
東
北
救
済
の

挙
を
思
い
立
ち
、
浄
土
宗
有
志
の
名
義
で
本
山
の
許
可
を
得
て
托
鉢

し
、
そ
の
浄
財
を
東
北
三
県
に
送
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う（（（
（

。
長
野

県
の
善
光
寺
は
同
情
袋
を
作
り
、
白
米
を
集
め
て
東
北
三
県
へ
送
る

計
画
を
示
し
た（（（
（

。

　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
八
日
付
に
よ
る
と
、
先
述
の

新
聞
雑
誌
記
者
連
合
会
は
、
二
十
一
カ
所
に
義
捐
金
受
付
所
を
設
け
、

演
説
会
も
予
定
通
り
開
会
し
、
十
五
円
の
義
捐
金
を
得
て
、
芝
増
上

寺
で
の
演
説
会
で
も
三
十
円
を
集
め
た
が
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と

し
て
、
本
郷
、
芝
、
四
谷
、
赤
坂
、
深
川
な
ど
九
カ
所
に
会
場
を
設

け
て
運
動
を
展
開
す
る
と
し
て
い
る（（（
（

。
東
京
府
芝
区
の
浄
土
宗
有
志

救
済
会
は
救
済
の
た
め
府
内
を
托
鉢
し
て
廻
っ
て
い
る
と
い
う（（（
（

。
義

捐
金
募
集
の
た
め
上
京
中
だ
っ
た
氏
家
浄
限
な
ど
は
「
仏
教
徒
の
同

情
」
を
獲
得
す
べ
く
、
東
京
市
内
各
所
で
演
説
会
を
催
す
こ
と
と
な

り
、
二
月
九
日
（
品
川
）、
二
月
十
日
（
本
所
、
小
石
川
）、
二
月
十

一
日
（
深
川
）、
二
月
十
七
日
（
日
本
橋
、
四
谷
）、
二
月
十
八
日
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（
下
谷
）、
で
演
説
会
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（（（
（

。
主
催
団
体
は

「
仏
教
各
宗
連
合
救
済
会
」
で
、「
世
上
の
仁
人
に
向
つ
て
義
捐
金

（
一
口
金
五
銭
以
上
、
三
月
三
十
一
日
限
）」
を
募
集
し
た（（（
（

。
ま
た
、

仏
教
主
義
新
聞
雑
誌
社
連
合
会
は
大
日
本
仏
教
青
年
会
と
合
同
で
慈

善
音
楽
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た（（（
（

。『
中
外
日
報
』
二
月
十
四

日
付
は
「
凶
作
地
の
雪
の
夜
」
と
題
し
て
、
極
寒
下
の
凶
作
地
の
悲

惨
な
状
況
を
活
写
し
、「
寒
風
吹
き
入
れ
と
も
防
が
ん
に
由
な
く
夜

暗
け
れ
と
も
油
な
け
れ
は
火
を
点
ず
る
を
得
ず
、
あ
は
れ
や
」
な
ど

と
伝
え
て
い
る（（（
（

。
二
月
十
一
日
に
は
本
郷
湯
島
の
寺
院
で
救
済
演
説

会
が
催
さ
れ
、
聴
衆
の
一
人
が
自
身
の
羽
織
を
脱
い
で
救
済
費
に
加

え
て
欲
し
い
と
申
し
出
る
一
幕
も
あ
っ
た（（（
（

。
京
都
・
妙
心
寺
の
花
園

学
林
学
徒
が
二
月
十
五
日
か
ら
托
鉢
を
は
じ
め
、
東
京
朝
日
新
聞
京

都
支
局
前
で
読
経
し
て
東
北
飢
饉
救
済
義
捐
金
募
集
へ
の
協
力
を
求

め
、
市
民
か
ら
義
捐
金
や
米
な
ど
を
集
め
た
と
い
う（（（
（

。
福
岡
県
の
少

林
寺
で
は
、
東
北
地
方
凶
作
救
済
の
た
め
の
演
説
会
が
二
度
開
催
さ

れ
、
僧
侶
の
天
本
梅
可
な
ど
が
演
台
に
立
っ
た（（（
（

。「
仏
教
主
義
新
聞

雑
誌
社
連
合
会
」
は
東
京
市
内
で
仏
教
各
宗
派
団
体
連
合
会
と
共
同

し
、
米
一
升
を
入
れ
る
麻
袋
十
万
個
を
作
っ
て
「
慈
善
袋
」
と
名
付

け
、
信
徒
た
ち
へ
配
付
し
、
一
袋
が
一
人
に
渡
る
よ
う
措
置
し
て
い

る
（
（（
（

。
東
北
三
県
救
恤
会
な
る
団
体
が
二
月
二
十
二
日
に
第
五
回
目
の

寄
附
と
し
て
一
万
一
千
七
百
五
十
八
円
を
凶
作
地
に
寄
附
し
、
五
回

で
計
十
万
七
千
六
百
六
円
に
達
し
た
と
い
う（（（
（

。
内
務
省
の
調
査
に
よ

る
と
、
宮
城
県
の
窮
民
は
八
千
戸
、
四
万
二
千
人
、
福
島
県
は
一
万

四
百
戸
、
七
万
三
千
人
、
岩
手
県
が
一
万
七
百
九
十
一
戸
、
五
万
七

千
九
百
三
十
八
人
で
あ
っ
た（（（
（

。『
中
外
日
報
』
に
よ
る
と
、
福
岡
市

の
仏
教
団
体
精
養
会
と
求
道
会
の
主
唱
で
東
北
凶
作
救
済
の
た
め
の

仏
教
演
説
会
が
二
月
十
六
日
か
ら
三
日
間
、
少
林
寺
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
毎
回
四
百
名
余
り
が
来
場
し
、「
四
恩
の
説
」「
郵
便
据
置
貯

金
」
な
ど
の
演
題
で
演
説
が
あ
り
、
会
費
な
ど
を
東
北
飢
饉
地
に
寄

贈
し
た
と
い
う（（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
浄
土
真
宗
の
本
山
レ
ベ
ル
の
対
応
は
鈍
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
八
日
付
は
、「
冷

淡
な
る
築
地
本
願
寺
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し
、「
本
派
本
願
寺

関
東
第
一
の
出
店
た
る
築
地
別
院
は
其
外
観
は
確
に
立
派
な
り
、
然

れ
ど
も
此
別
院
内
に
温
き
感
触
の
な
き
は
恰
も
氷
を
用
て
造
れ
る
宮

殿
の
其
れ
の
如
し
」
と
批
判
し
て
、
今
回
の
大
飢
饉
に
際
し
て
は
米

国
の
大
統
領
が
キ
リ
ス
ト
教
の
博
愛
の
精
神
か
ら
救
済
に
努
力
し
つ

つ
あ
る
の
に
対
し
、「
然
る
に
築
地
本
願
寺
は
之
を
見
て
自
か
ら
教

家
応
分
の
仁
慈
を
挙
げ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
仏
教
主
義
の
新
聞
雑
誌

社
が
連
合
運
励
し
て
義
金
募
集
を
試
み
し
節
、
彼
等
は
築
地
本
願
寺

を
有
力
な
る
応
援
者
と
見
込
ん
で
依
頼
す
る
所
あ
り
し
も
、
元
来
氷

御
殿
の
中
に
起
臥
し
て
、
脳
に
同
情
の
温
な
き
彼
等
は
何
ん
の
耻
し

0

0

0

0

0

0

0

0
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味
も
な
く
此
か
応
援
を
峻
拒
し
た
り
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
原
文
）
と
、
仏
教

主
義
新
聞
雑
誌
社
連
合
会
の
協
力
要
請
を
拒
否
し
た
と
批
判
し
て
い

る
（
（（
（

。
三
、『
中
外
日
報
』
紙
上
の
東
北
大
飢
饉
と
仏
教
─
─

明
治
三
十
九
年
五
月
ま
で

　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
三
月
一
日
付
朝
刊
に
よ
る
と
、

仏
教
青
年
伝
道
会
会
員
が
日
夜
路
傍
に
立
っ
て
飢
饉
地
へ
送
る
慈
善

袋
を
勧
誘
し
て
い
た
が
、
同
会
会
員
の
福
田
会
育
児
院
幹
事
岩
崎
信

雄
が
飢
饉
地
の
窮
状
を
説
い
た
と
こ
ろ
、
飢
饉
地
か
ら
上
京
し
た
ば

か
り
の
「
田
舎
風
の
男
が
突
然
同
氏
に
抱
き
付
き
頭
を
下
げ
声
を
出

さ
ん
許
り
に
泣
き
出
せ
り
」
と
い
い
、「
何
卒
郷
人
の
為
め
に
頼
み

ま
す
頼
み
ま
す
と
伏
し
拝
ま
れ
同
氏
始
め
聴
衆
も
思
は
ず
同
情
の

涙
」
に
袖
を
潤
し
た
と
い
う（（（
（

。
鎌
倉
円
覚
寺
内
仏
教
伝
道
会
は
第
一

回
と
し
て
二
十
八
円
五
十
六
銭
、
第
二
回
と
し
て
二
十
六
円
七
十
四

銭
を
集
め
て
寄
附
し
た（（（
（

。

　

三
月
九
日
、「
仏
教
主
義
各
雑
誌
新
聞
記
者
の
発
起
に
な
る
東
北

凶
作
地
救
済
会
」
が
義
捐
金
千
円
を
送
付
し
た（（（
（

。
大
磯
の
真
言
宗
寺

院
地
福
寺
住
職
福
井
雄
正
等
の
発
起
に
よ
り
、
周
辺
の
百
余
寺
と
連

携
し
て
義
捐
金
の
募
集
に
奔
走
し
て
い
る
と
い
う（（（
（

。
本
願
寺
本
山
レ

ベ
ル
の
動
き
は
相
変
わ
ら
ず
鈍
く
、『
中
外
日
報
』
三
月
十
四
日
付

は
、「
ワ
ケ
の
解
ら
ぬ
慈
善
財
団
」
と
題
し
て
、
東
北
飢
饉
救
済
は

慈
善
財
団
か
ら
相
当
の
義
捐
金
を
出
し
、
門
末
に
向
か
っ
て
こ
れ
を

奨
励
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
少
し
も
此
の
挙

を
為
さ
ぬ
の
は
ワ
ケ
が
解
ら
ぬ
、
強
欲
な
る
本
願
寺
、
無
情
な
る
本

山
、
其
冷
酷
残
忍
厚
顔
な
る
誠
に
お
話
に
な
ら
ぬ
次
第
だ
」
と
厳
し

く
批
判
し
て
い
る（（（
（

。

　

福
島
県
の
中
村
豪
詮
、
中
村
義
監
が
渋
沢
栄
一
の
後
援
を
得
て
飢

饉
の
救
済
に
奔
走
し
て
い
た
が
、
彼
等
は
先
ず
自
己
資
産
の
大
半
を

救
済
に
費
や
し
た
上
で
「
公
衆
の
同
情
を
求
む
る
殊
に
従
事
し
た
る

由
」
で
あ
り
、
窮
民
が
口
に
し
て
い
る
葉
や
草
根
、
豆
粕
な
ど
を
見

せ
て
廻
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
見
た
人
は
同
情
の
感
に
打
た
れ
て
救
済

に
応
じ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
二
人
に
は
佐
々
木
教
純
と
い
う
福
島

県
双
葉
郡
大
聖
寺
の
住
職
が
同
行
し
て
お
り
、
佐
々
木
は
凶
作
地
の

児
童
の
「
廃
学
」
を
救
助
す
る
た
め
尽
力
し
た（（（
（

。
海
外
の
仏
教
徒
か

ら
の
義
捐
金
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年

三
月
十
七
日
付
に
よ
れ
ば
、
北
米
在
住
の
仏
教
徒
は
故
国
の
同
胞
を

哀
れ
み
、
本
願
寺
開
教
師
朝
枝
不
𣏓
を
通
じ
て
「
北
米
フ
レ
ス
ノ
ー

市
」
の
青
年
会
有
志
か
ら
第
一
回
の
義
捐
金
百
六
十
二
円
三
十
銭
が

送
付
さ
れ
、
ホ
ノ
ル
ル
府
真
宗
婦
人
会
か
ら
も
今
村
布
教
監
督
を
経

て
二
十
二
円
が
寄
贈
さ
れ
た（（（
（

。

　

肥
前
長
崎
真
宗
青
年
崇
徳
会
は
東
北
三
県
凶
作
地
救
済
の
た
め
金
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品
収
集
に
奔
走
し
、
宮
城
県
へ
二
百
五
十
円
、
岩
手
県
へ
百
六
十
円

余
り
、
福
島
県
へ
百
六
十
円
余
り
、
白
米
や
衣
類
な
ど
も
送
付
し
た

と
い
う（（（
（

。「
仏
教
各
宗
派
団
体
連
合
会
」
が
一
升
入
り
の
布
製
米
袋

を
造
り
、
慈
善
袋
の
名
の
下
に
世
の
慈
善
家
に
配
布
し
、
さ
ら
に

「
野
天
伝
道
」
を
盛
行
し
て
同
情
心
を
喚
起
し
た
功
績
が
大
き
く
、

『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
三
日
付
に
よ
れ
ば
、
袋
の

制
作
高
一
万
三
千
個
、
印
刷
物
（
寄
附
米
依
頼
状
）
三
万
五
千
枚
、

慰
問
状
二
万
四
千
枚
に
及
ん
だ（（（
（

。
東
京
に
お
け
る
大
谷
派
末
寺
の
団

体
が
、
東
北
凶
作
窮
民
救
済
の
た
め
に
運
動
し
、
白
米
五
千
袋
、
米

代
五
百
余
円
を
発
送
し
た
と
い
う（（（
（

。
芝
増
上
寺
で
は
、
三
月
一
日
か

ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
、
五
重
伝
法
会
を
執
行
し
、
東
北
凶
作
地
窮

民
救
助
の
た
め
参
拝
者
に
同
情
米
喜
捨
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
米

一
升
袋
九
百
二
十
九
個
を
得
た
た
め
、
こ
れ
を
凶
作
地
に
発
送
し
た（（（
（

。

『
読
売
新
聞
』
三
月
十
九
日
付
朝
刊
に
よ
れ
ば
、
小
石
川
区
音
羽
の

護
国
寺
に
あ
る
豊
山
中
学
校
で
は
、
東
北
三
県
か
ら
出
京
し
て
い
る

学
生
に
限
っ
て
編
入
を
許
し
、
本
年
中
の
月
謝
を
免
除
す
る
こ
と
と

し
た
と
い
う（（（
（

。
真
言
宗
で
は
各
派
有
志
が
救
済
檄
文
を
発
し
、
巡
回

布
教
使
に
東
北
救
恤
の
勧
諭
を
さ
せ
て
い
る（（（
（

。
下
谷
練
塀
町
の
真
宗

高
田
派
専
修
寺
出
張
所
婦
人
会
は
本
郷
座
で
慈
善
演
劇
を
開
き
、
三

百
六
十
円
を
東
北
三
県
凶
作
地
に
寄
附
し
た（（（
（

。
福
島
・
宮
城
・
岩
手

三
県
の
日
蓮
宗
有
志
も
三
月
十
五
日
に
宗
務
当
局
に
対
し
て
請
願
書

を
提
出
し
、
報
国
義
会
の
開
設
と
義
捐
金
醵
出
な
ど
を
求
め
て
い
る（（（
（

。

　

窮
民
救
済
に
対
し
て
は
批
判
的
な
声
も
あ
が
っ
て
い
た
。『
中
外

日
報
』
明
治
三
十
九
年
四
月
十
日
付
の
「
新
仏
教
徒
の
声
」
と
題
す

る
記
事
で
は
、「
矢
タ
ラ
救
助
を
与
へ
る
時
は
、
其
結
果
は
漸
々
彼

等
の
独
立
心
を
奪
ふ
て
何
に
か
と
云
へ
ば
世
の
慈
善
家
を
依
頼
す
る

様
に
せ
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
」
と
救
助
に
頼
る
こ
と
は
独
立
心
を
そ
ぐ
こ

と
に
な
る
と
危
惧
し
て
い
た（（（
（

。『
中
外
日
報
』
四
月
十
七
日
付
は
社

説
に
「
慈
善
の
真
意
義
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
げ
、
東
北
三
県
の
凶

作
救
済
に
対
し
て
世
の
慈
善
家
が
寄
せ
た
救
恤
金
は
五
十
万
円
以
上

に
及
ん
で
い
る
が
、「
世
の
慈
善
家
並
に
経
世
家
が
今
少
し
く
慈
善
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0

0

、
而
て
能
所
の
意
思

0

0

0

0

0

0

0

、
茲
に
貫
通
し

0

0

0

0

0

、
双
方
の
情

0

0

0

0

意0

、0

茲
に
満
足
せ
ら
れ
な
ん

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
原
文
）
と
し
て
、
義
捐
金
が

窮
民
の
就
職
に
つ
な
が
っ
て
こ
そ
意
義
が
あ
る
と
力
説
し
て
い
る（（（
（

。

　

東
京
の
寺
院
が
「
公
共
的
事
業
」
に
そ
の
本
堂
を
使
用
し
よ
う
と

す
る
傾
向
も
み
ら
れ
は
じ
め
、
浅
草
萬
隆
寺
は
凶
作
地
孤
児
百
三
十

名
を
収
容
し
て
本
堂
に
宿
泊
さ
せ
、
浅
草
九
品
寺
も
窮
民
百
七
名
の

宿
舎
を
提
供
し
た
と
い
う（（（
（

。
広
島
の
徳
氷
寺
住
職
が
東
北
飢
饉
救
済
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の
目
的
で
同
市
内
の
誓
願
寺
で
「
実
況
幻
灯
演
説
会
」
を
開
い
た（（（
（

。

本
願
寺
も
よ
う
や
く
本
腰
を
上
げ
た
ら
し
く
、『
中
外
日
報
』
明
治

三
十
九
年
五
月
十
日
付
に
よ
れ
ば
、
東
北
三
県
の
孤
児
を
「
慈
善
財

団
」
に
収
容
し
、「
本
願
寺
看
護
婦
養
成
所
仏
教
婦
人
会
は
総
出
に

て
寝
食
に
斡
旋
し
仝
会
財
団
よ
り
は
年
々
金
五
百
円
を
寄
贈
す
る
こ

と
ゝ
な
り
、
翌
一
日
出
発
し
て
大
阪
を
通
過
せ
る
時
に
は
本
願
寺
別

院
慈
善
團
よ
り
金
品
を
寄
贈
」
し
た（（（
（

。
慈
善
財
団
の
保
護
下
に
あ
る

岡
山
の
「
仏
教
甘
露
孤
児
院
」
の
「
津
田
明
導
」
と
京
都
の
「
軍
人

遣
孤
養
育
院
」
の
「
河マ
マ

村
雄マ
マ

山
」
が
凶
作
地
の
児
童
百
名
を
現
地
か

ら
連
れ
て
帰
り
、
築
地
本
願
寺
は
新
調
の
衣
服
を
贈
与
す
る
予
定
だ

と
い
う（（（
（

。
下
谷
入
谷
町
長
松
寺
の
住
職
が
凶
作
地
を
巡
察
し
、
岩
手

県
の
孤
児
三
十
二
名
を
連
れ
帰
っ
て
同
寺
に
収
容
し
、
同
善
小
学
校

に
無
償
で
入
学
さ
せ
た（（（
（

。
成
田
学
園
の
主
任
大
友
秀
松
は
、
東
北
地

方
凶
作
の
救
済
の
一
助
と
し
て
、
現
地
の
「
不
良
児
童
」
を
収
容
し
、

講
演
会
や
演
芸
会
を
開
い
て
寄
付
金
を
募
っ
て
い
る（（（
（

。
大
阪
の
浄
明

寺
内
に
設
置
さ
れ
た
青
年
団
体
御
法
会
で
は
、
東
北
三
県
飢
饉
救
恤

の
た
め
「
同
情
袋
」
を
調
達
し
て
義
捐
米
を
募
集
し
、
六
千
六
百
個

を
集
め
て
凶
作
地
に
送
っ
た（（（
（

。

　
『
中
外
日
報
』
の
東
北
凶
作
地
救
済
に
関
す
る
報
道
は
、
明
治
三

十
九
年
五
月
を
も
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
。

四
、
む
す
び

　

明
治
三
十
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
東
北
大
飢
饉
に
際
し
、
日

本
の
仏
教
団
体
や
仏
教
徒
は
決
し
て
座
し
て
動
か
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
仏
教
各
宗
協
同
救
済
会
や
新
聞
雑
誌
記
者
連
合
会
を
中
心

と
し
て
、
托
鉢
に
廻
り
、
演
説
会
を
催
し
、
音
楽
会
を
開
き
、
新
聞

社
に
訴
え
、
米
袋
を
作
る
な
ど
し
て
、
義
捐
金
や
米
の
収
集
に
努
め
、

こ
れ
を
現
地
に
送
っ
た
。
正
確
な
義
捐
金
の
募
集
額
が
判
明
し
な
い

た
め
、
そ
の
規
模
を
測
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
当
初
は
消
極
的

だ
っ
た
本
願
寺
も
支
援
に
乗
り
出
し
、
芝
増
上
寺
も
米
袋
収
集
に
取

り
組
む
な
ど
、
本
山
レ
ベ
ル
で
の
支
援
活
動
も
み
ら
れ
た
。
救
済
の

是
非
を
め
ぐ
っ
て
は
議
論
が
あ
っ
た
が
、
日
本
の
仏
教
界
全
体
と
し

て
は
窮
民
保
護
、
孤
児
救
済
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

も
っ
と
も
、
真
言
宗
の
専
門
誌
『
六
大
新
報
』
百
三
十
六
号
（
明

治
三
十
九
年
三
月
十
一
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
社
説
「
再
び
東
北
三
縣

の
救
濟
に
就
て
」
は
、「
基
督
教
徒
の
如
き
は
説
令
ひ
同
教
が
歴
史

0

0

0

0

0

0

0

0

的
因
縁
の
浅
か
ら
ざ
る
仙
台
地
方
の
為
と
は
云
へ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
渠
等
少
数
の
教

0

0

0

0

0

0

徒
に
し
て
已
に
莫
大
の
義
捐
を
醵
集
送
附
せ
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
実
態
に
対

し
、「
仏
教
徒
中
に
も
率
先
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
現
世
的
救
済
の
大
本
領
を
発
揮

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し0

、
先
づ
自
ら
衣
鉢
の
料
を
割
き
て
他
に
其
模
範
を
示
す
の
み
な
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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ず0

、
大
に
他
を
誘
導
し
て
善
事
を
奨
励
し
以
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
脚
下
の

0

0

0

饑0

寒
瀕
死

0

0

0

の
衆
生
を
助
け
ざ
る
可
ら
ざ
る
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
原
文
）
と
述
べ
、
仏

教
徒
も
率
先
し
て
救
済
に
あ
た
る
べ
き
だ
と
訴
え
て
お
り
、
そ
こ
に

は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
先
を
越
さ
れ
て
い
る
と
い
う
焦
り
が
あ
っ
た（（（
（

。

そ
の
状
況
─
─
仏
教
が
キ
リ
ス
ト
教
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
実
態

─
─
が
、
冒
頭
で
触
れ
た
ラ
ン
プ
の
印
象
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。（

1
）　JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A
14080134000

、

議
院
回
付
建
議
書
類
原
議
（
二
）（
国
立
公
文
書
館
）。

（
2
）　M

. W
illiam

 Steele, T
he Great N

orthern Fam
ine of 

1905–1906: T
w
o Sides of International A

id
『
ア
ジ
ア
文
化

研
究
』
三
十
九
（
平
成
二
十
五
〈
二
〇
一
三
〉
年
三
月
）, pp.1-15.

（
3
）　Ibid., p.8.

（
4
）　Ibid., p.4.

（
5
）　

拙
稿
「
近
代
に
お
け
る
出
版
・
メ
デ
ィ
ア
と
宗
教
」（
島
薗

進
・
高
埜
利
彦
・
林
淳
・
若
尾
政
希
編
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教

近
世
か
ら
近
代
へ　

第
五
巻　

書
物
・
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
』
春
秋
社
、

平
成
二
十
七
年
）、
二
一
三
頁
。
発
刊
当
初
は
『
教
学
報
知
』、
明
治

三
十
五
年
に
『
中
外
日
報
』
と
改
題
。

（
6
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
八
年
十
二
月
十
日
付
。

（
7
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
八
年
十
二
月
十
八
日
付
。

（
8
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
八
年
十
二
月
七
日
付
朝
刊
。

（
9
）　

宮
城
縣
編
『
明
治
三
十
八
年
宮
城
県
凶
荒
誌
』（
宮
城
縣
、
大

正
五
年
）、
七
一
二
─
七
一
三
頁
。
仙
台
市
長
早
川
智
寛
も
各
宗
管

長
に
、
各
宗
救
済
会
の
趣
旨
を
訴
え
て
い
る
（
吉
田
久
一
『
吉
田
久

一
著
作
集
６　

改
訂
増
補
版　

日
本
近
代
仏
教
社
会
史
研
究
・
下
』

川
島
書
店
、
平
成
三
年
、
一
〇
八
─
一
〇
九
頁
）。
福
島
、
岩
手
、

宮
城
の
仏
教
団
体
が
連
合
し
て
「
東
北
三
県
各
宗
連
合
救
済
会
」
も

組
織
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
明
治
三
十
八
年
宮
城
縣
凶
荒
誌
』、
七

一
三
頁
）。

（
10
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
一
月
十
四
日
付
。

（
11
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
四
日
付
、『
東
京
朝
日

新
聞
』
同
年
一
月
二
十
四
日
付
朝
刊
。
育
児
救
済
事
業
に
つ
い
て
は
、

前
掲
『
吉
田
久
一
著
作
集
６　

改
訂
増
補
版　

日
本
近
代
仏
教
社
会

史
研
究
・
下
』、
一
四
九
─
一
六
五
頁
、
参
照
。

（
12
）　
『
読
売
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
一
月
二
日
付
朝
刊
。

（
13
）　

前
掲
『
吉
田
久
一
著
作
集
６　

改
訂
増
補
版　

日
本
近
代
仏
教

社
会
史
研
究
・
下
』、
一
〇
七
頁
。

（
14
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
九
日
付
。

（
15
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
一
月
三
十
日
付
。

（
16
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
七
日
付
。

（
17
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
二
月
四
日
付
朝
刊
。『
東
京

朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
三
月
十
日
付
朝
刊
に
よ
る
と
、
一
升
入

り
の
同
情
袋
八
百
九
十
個
金
百
四
十
余
円
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
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（
18
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
八
日
付
。

（
19
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
九
日
付
。

（
20
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
九
日
付
。

（
21
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
二
月
十
日
付
朝
刊
。

（
22
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
十
三
日
付
。

（
23
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
十
四
日
付
。

（
24
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
十
四
日
付
。

（
25
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
十
七
日
付
。

（
26
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
十
九
日
付
。

（
27
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
日
付
朝
刊
。

（
28
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
五
日
付
。

（
29
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
八
日
付
。

（
30
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
八
日
付
。

（
31
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
八
日
付
。

（
32
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
三
月
一
日
付
朝
刊
。

（
33
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
三
月
四
日
付
朝
刊
。

（
34
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
三
月
十
三
日
付
。

（
35
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
三
月
十
一
日
付
朝
刊
。

（
36
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
三
月
十
四
日
付
。
こ
こ
で
い
う

慈
善
財
団
と
は
、
明
治
三
十
四
年
に
本
願
寺
派
が
設
立
し
た
大
日
本

仏
教
慈
善
会
財
団
の
こ
と
で
あ
る
（
名
和
月
之
介
「
明
治
中
期
に
お

け
る
仏
教
慈
善
事
業
の
形
成
に
つ
い
て
」『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大

学
紀
要
』
人
文
社
会
学
部
第
三
十
九
号
、
平
成
十
七
年
三
月
、
二
九

―
四
四
頁
）。

（
37
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
三
月
十
五
日
付
。

（
38
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
三
月
十
七
日
付
。

（
39
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
三
月
十
九
日
付
。

（
40
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
三
月
二
十
三
日
付
。

（
41
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
三
月
三
十
日
付
。

（
42
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
付
。

（
43
）　
『
読
売
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
三
月
十
九
日
付
朝
刊
。

（
44
）　

前
掲
『
吉
田
久
一
著
作
集
６　

改
訂
増
補
版　

日
本
近
代
仏
教

社
会
史
研
究
・
下
』、
一
〇
七
頁
。

（
45
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
四
月
十
二
日
付
朝
刊
。

（
46
）　

前
掲
『
吉
田
久
一
著
作
集
６　

改
訂
増
補
版　

日
本
近
代
仏
教

社
会
史
研
究
・
下
』、
一
〇
九
頁
。

（
47
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
四
月
十
日
付
。

（
48
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
四
月
十
七
日
付
。

（
49
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
四
月
二
十
三
日
付
。

（
50
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
五
月
九
日
付
。

（
51
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
五
月
十
日
付
。

（
52
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
四
月
二
十
五
日
付
朝
刊
。

「
甘
露
孤
児
院
」
と
は
、「
甘
露
育
児
院
」
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

甘
露
育
児
院
の
東
北
飢
饉
孤
児
救
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
坂
本
忠
次

編
著
『
津
田
白
印
と
孤
児
救
済
事
業
』（
吉
備
人
出
版
、
平
成
二
十

二
年
）、
一
八
─
二
四
頁
、
参
照
。
同
院
は
飢
饉
地
帯
の
寺
院
や
檀
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徒
の
孤
児
を
率
先
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
福
島
県
の
正

覚
寺
の
孤
児
六
名
と
大
聖
寺
の
檀
徒
の
孤
児
四
名
、
実
蔵
寺
の
檀
徒

の
孤
児
一
名
、
観
音
寺
の
檀
家
の
孤
児
一
名
が
収
容
さ
れ
て
い
る

（
小
林
雨
峰
「
東
北
凶
作
地
を
見
舞
ふ
の
記
」『
加
持
世
界
』
第
六
巻

七
号
、
明
治
三
十
九
年
七
月
、
五
四
頁
）。

（
53
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
五
月
二
十
八
日
付
朝
刊
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
吉
田
久
一
著
作
集
６　

改
訂
増
補
版

　

日
本
近
代
仏
教
社
会
史
研
究
・
下
』、
一
五
一
─
一
五
二
頁
も
参

照
。

（
54
）　

成
田
学
園
編
『
成
田
学
園
五
十
年
史
』（
成
田
学
園
、
昭
和
十

一
〈
一
九
三
六
〉
年
）、
一
七
六
─
一
七
九
頁
。

（
55
）　
『
中
外
日
報
』
明
治
三
十
九
年
五
月
十
七
日
付
。

（
56
）　
「
再
び
東
北
三
縣
の
救
濟
に
就
て
」（『
六
大
新
報
』
一
三
六
号
、

明
治
三
十
九
年
三
月
十
一
日
）、
一
─
二
頁
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

前
掲
『
吉
田
久
一
著
作
集
６　

改
訂
増
補
版　

日
本
近
代
仏
教
社
会

史
研
究
・
下
』、
一
〇
七
頁
、
参
照
。
前
掲
『
六
大
新
報
』
一
三
六

号
の
雑
報
欄
「
東
北
饑
饉
救
済
に
就
て
」
で
も
、「
基
督
教
徒
の
如

き
は
気
脈
を
通
じ
同
一
歩
調
を
以
て
救
済
の
事
に
従
ひ
居
る
を
以
て
、

義
捐
金
及
救
済
事
業
等
大
に
人
目
を
引
く
も
の
あ
る
も
仏
教
徒
は
各

自
思
ひ
〳
〵
に
救
済
に
従
ひ
居
る
を
以
て
（
事
実
は
基
督
教
巳
上
の

働
き
を
為
し
つ
ゝ
あ
る
も
）
自
然
基
督
教
徒
に
後
る
ゝ
の
観
な
き
能

は
ず
」
と
、
キ
リ
ス
ト
教
に
後
れ
を
と
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
危
機
感

が
表
明
さ
れ
て
い
る
（
一
四
頁
）。

追
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の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。


